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日
本
製
造
現
場
は
、
世
界

的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
化
の
流
れ
に
や
や
後
れ
を

と
り
つ
つ
も
「
自
動
化
」
を

確
実
に
進
め
て
い
る
。
特

に
、
近
年
は
単
一
の
工
程
で

は
な
く
「
一
連
の
工
程
の
自

動
化
」
が
進
ん
で
お
り
、
工

程
間
を
つ
な
ぐ
「
人
が
介
す

る
部
分
」
ま
で
自
動
化
す
る

こ
と
で
、
省
力
化
・
省
人
化

を
実
現
し
て
い
る
。
電
線
業

界
で
も
、
エ
フ
・
エ
ー
電
子

の
「
ボ
ビ
ン
交
換
シ
ス
テ
ム
」

や
Ｈ
Ｃ
Ｉ
の
「
自
動
整
列
巻

取
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
な

ど
、
そ
の
よ
う
な
自
動
化
が

浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

　
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｋ
　
２
０
２
３
」
の
会
場
で

は
、
包
装
機
械
お
よ
び
資
材

壬

腎

甚

訊
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呼称変わるもＨＳＤＣ投資堅調
（ＧＡＦＡＭからＭＡＴＡＮＡに）

　
　
月
３
～
６
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
、「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
　
２
０

１０
２
３
（
日
本
包
装
産
業
展
）
」（
主
催

日
本
包
装
機
械
工
業
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
４

０
０
を
超
え
る
出
展
社
が
一
堂
に
会
し
、
一
連
の
工
程
自
由
化
に
係
わ
る
多
様
な
新
サ

ー
ビ
ス
を
展
示
し
た
。
特
に
、
人
を
介
す
る
部
分
を
埋
め
合
わ
せ
る
自
動
化
や
Ａ
Ｉ
ビ

ジ
ョ
ン
の
活
用
が
、今
後
の
電
線
業
界
で
も
製
造
現
場
の
精
度
向
上
に
寄
与
し
そ
う
だ
。

Ａ
Ｉ
ビ
ジ
ョ
ン
導
入
が
精
度
向
上
の
カ
ギ

食
品
・
医
療
業
界
か
ら
引
き
合
い
が
増
加

を
軸
と
し
て
「
一
連
の
工
程

の
自
動
化
」
を
実
現
す
る
多

様
な
新
機
種
・
新
提
案
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。
電
線
業
界

で
も
製
品
出
荷
前
の
パ
ッ
キ

ン
グ
は
重
要
で
あ
り
、
束
取

り
さ
れ
た
小
ロ
ッ
ト
の
細
物

ケ
ー
ブ
ル
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

類
の
梱
包
な
ど
人
手
が
か
か

る
工
程
で
は
省
力
化
・
省
人

化
を
図
り
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
自
動
化
を
推
進
す
る
背
景

に
は
、
労
働
人
口
の
減
少
対

策
や
ス
キ
ル
レ
ス
の
実
現
に

よ
る
品
質
安
定
化
、
ま
た
作

業
者
の
安
全
性
確
保
な
ど
の

要
因
が
あ
る
。
出
展
社
に
よ

れ
ば
、
近
年
電
線
業
界
が
注

目
す
る
食
品
・
医
療
業
界
、

特
に
川
上
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

お
い
て
も
自
動
化
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
２
 

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
４
種
に

　
展
示
会
場
で
は
、
安
川
電

機
グ
ル
ー
プ
の
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の

人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ

Ｐ
ａ
ｌ
２
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
」

の
初
展
示
が
話
題
と
な
っ

た
。
４
種
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
揃
え
、
用
途
や
コ
ス
ト
に

合
わ
せ
て
導
入
を
検
討
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
２
を
展

示
し
た
ス
ト
ラ
パ
ッ
ク
社

は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
製
函
→

緩
衝
材
の
封
入
→
テ
ー
プ
貼

り
→
帯
掛
け
→
パ
レ
タ
イ
ズ

ま
で
の
一
連
の
工
程
の
自
動

化
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
こ
の

う
ち
、
帯
掛
け
か
ら
パ
レ
タ

イ
ズ
ま
で
の
後
工
程
に
Ｃ
ｏ

ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
２
を
採
用
し
、

省
力
化
や
省
ス
ペ
ー
ス
化
を

実
現
し
た
。

　
従
来
の
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ

を
展
示
し
た
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ッ

カ
ー
社
は
、
高
品
質
・
高
難

度
と
さ
れ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
式

包
装
技
術
を
得
意
と
し
、
高

機
能
給
袋
自
動
包
装
機
Ｇ
Ｐ

―
Ｍ
３
０
０
０
を
中
心
に
、

計
量
→
充
填
→
包
装
→
印
字

（
印
字
セ
ン
サ
）
→
集
積
・

梱
包
→
パ
レ
タ
イ
ズ
ま
で
の

一
連
工
程
を
展
示
し
た
。

　
コ
グ
ネ
ッ
ク
ス
社
は
、
プ

ラ
瓶
の
バ
リ
や
異
物
混
入
な

ど
を
検
知
・
分
類
し
、
同
時

に
曲
面
に
貼
り
付
け
た
コ
ー

ド
情
報
を
読
み
取
る
Ｉ
ｎ
―

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
３
８
０
０
を
展

示
し
た
。
製
造
工
程
か
ら
目

視
検
査
を
な
く
し
、
検
査
を

完
全
自
動
化
し
た
。
同
社

は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
エ
ッ
ジ
ラ

ー
ニ
ン
グ
と
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
る
画
像
処
理
に

強
み
を
持
ち
、
使
い
や
す
さ

を
追
求
す
る
と
い
う
。

　
Ａ
Ｉ
ビ
ジ
ョ
ン
の
導
入
も

製
造
現
場
を
さ
ら
に
効
率
化

す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
ル
ー
ル

ベ
ー
ス
の
画
像
処
理
で
は
対

応
で
き
な
い
不
定
型
な
物
の

判
別
に
優
位
性
が
あ
り
、
近

年
で
は
３
次
元
ピ
ッ
キ
ン
グ

や
透
明
体
・
金
属
光
沢
・
照

明
変
化
に
も
対
応
で
き
て
い

る
。
低
コ
ス
ト
化
も
進
ん
で

お
り
、
数
十
万
円
の
投
資
で

飛
躍
的
な
作
業
精
度
が
見
込

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
品

産
業
の
上
流
に
お
け
る
導
入

事
例
も
増
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
中
小
企
業
に
も

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
進

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

微
細
な
作
業
に
対
応
さ
せ
る

べ
く
、
Ａ
Ｉ
ビ
ジ
ョ
ン
や
力

覚
セ
ン
サ
を
用
い
た
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
制
御
が
必
須
と
な

る
。
ソ
フ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
が
マ
シ
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト

の
精
度
を
決
定
す
る
時
代
は

既
に
訪
れ
て
い
る
。

　
古
河
電
工
は
９
月
　
日
、

２６

日
亜
化
学
工
業
と
共
同
開
発

し
た
青
色
レ
ー
ザ
ダ
イ
オ
ー

ド
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｍ
）

を
搭
載
し
た
発
振
器
を
、
来

年
１
月
か
ら
販
売
開
始
す
る

と
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
―
Ｉ
Ｒ
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
レ
ー
ザ
発
振
器
「
Ｂ
Ｒ

Ａ
Ｃ
Ｅ
」
シ
リ
ー
ズ
の
ラ
イ

「
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
強
化

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
電
動
化
に
貢
献

古河電工

ン
ナ
ッ
プ
が
強
化
さ
れ
る
。

　
今
回
、
新
し
く
「
Ｂ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｅ
」
シ
リ
ー
ズ
に
加
わ
る

Ｂ
Ｒ
２
２
０
０
は
、
青
色
レ

ー
ザ
の
出
力
が
従
来
製
品
比

約
２
倍
の
２
千
２
０
０
Ｗ
。

出
力
６
千
Ｗ
の
Ｉ
Ｒ
（
近
赤

外
）
レ
ー
ザ
発
振
器
と
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
、
銅
板
の

溶
接
で
課
題
と
な
っ
て
い
た

ス
パ
ッ
タ
や
ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル

な
ど
の
加
工
欠
陥
を
抑
制
し
、

業
界
最
高
水
準
の
５
㎜
厚
の

銅
の
ス
パ
ッ
タ
レ
ス
加
工
を

実
現
す
る
。

　
Ｂ
Ｒ
０
４
０
０
は
、
フ
ァ

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
外
観

に
あ
る
が
、
そ
の
原
因
と
し

て
、
導
入
時
の
初
期
投
資
が

大
き
い
こ
と
と
、
集
合
住
宅

の
場
合
、
受
益
者
負
担
が
難

し
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同

社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で

は
、
設
備
の
導
入
が
無
料

で
、
充
電
に
課
金
す
る
方
式

の
た
め
、
集
合
住
宅
や
公
共

施
設
な
ど
で
の
導
入
が
見
込

め
る
。

し
、
公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー

・
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
な
ど

へ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
な
お
、
利
用
に
か
か
る
充

電
料
金
は
、
充
電
量
に
よ
る

従
量
課
金
と
し
、
具
体
的
な

金
額
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討

中
と
し
た
。

　
国
内
の
充
電
イ
ン
フ
ラ
設

置
数
は
Ｅ
Ｖ
の
販
売
台
数
増

加
に
比
べ
て
頭
打
ち
の
傾
向

イ
バ
コ
ア
径
１
１
０
鎖
の
光

フ
ァ
イ
バ
か
ら
の
青
色
レ
ー

ザ
出
力
が
４
０
０
Ｗ
と
、
世

界
最
高
水
準
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

密
度
を
有
し
て
い
る
。
青
色

レ
ー
ザ
は
Ｉ
Ｒ
フ
ァ
イ
バ
レ

ー
ザ
よ
り
も
樹
脂
に
対
す
る

光
吸
収
率
が
高
い
た
め
、
銅

線
の
被
膜
除
去
に
適
し
て
い

る
。
今
回
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

密
度
化
に
よ
り
、
業
界
初
と

な
る
青
色
レ
ー
ザ
に
よ
る
巻

線
被
膜
の
高
速
か
つ
残
渣
の

な
い
除
去
を
実
現
す
る
。

　
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
電
動
化
が

加
速
す
る
な
か
、
電
動
車
の

主
要
部
品
で
あ
る
電
動
ア
ク

ス
ル
や
電
池
な
ど
で
多
用
さ

れ
る
銅
材
料
の
溶
接
工
程
に

お
い
て
、
生
産
効
率
向
上
に

貢
献
す
る
レ
ー
ザ
加
工
技
術

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
古
河
電
工
と
日
亜
化
学
は
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
電
動
化
に
伴

う
銅
加
工
の
多
様
な
要
望
に

対
応
す
る
た
め
、
今
後
も
共

同
開
発
を
推
進
し
て
い
く
。

　
【
お
知
ら
せ
】
い
つ
も
本

紙
・
電
線
新
聞
を
購
読
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
次
号
は
　
月
１０

　
・
　

日
付
け
の
合
併
号
に

１６

２３

な
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
次

号
の
電
線
新
聞
の
発
行
日
は

　
月
　
日
と
な
り
ま
す
。
あ

１０

２３

ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
㈱
工
業
通
信
・
電
線
新
聞

で
は
物
価
高
が
さ
ら
に
続
く

可
能
性
が
あ
る
。
政
権
発
足

か
ら
２
年
を
迎
え
た
岸
田
文

雄
首
相
は
「
物
価
高
か
ら
国

民
生
活
を
守
る
」
と
減
税
や

給
付
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
経

済
対
策
の
と
り
ま
と
め
を
急

い
で
い
る
が
、
効
果
は
未
知

数
だ
▼
日
米
間
の
金
利
差
が

縮
ま
な
い
限
り
、
円
安
進
行

に
歯
止
め
を
か
け
る
の
は
難

し
い
だ
ろ
う
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
い

つ
利
上
げ
を
停
止
す
る
の
か
、

日
本
銀
行
は
い
つ
政
策
金
利

を
引
き
上
げ
る
の
か
。
米
金

融
政
策
を
決
め
る
米
連
邦
公

開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）

の
次
回
声
明
は
日
本
時
間
　１１

月
２
日
未
明
だ
。 
（
微
風
）

　
年
　
月
　
日
に
１
ド
ル
＝

２２

１０

２１

１
５
０
円
を
突
破
、
そ
の
後

も
円
安
傾
向
が
続
き
、
３
日

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
為
替

市
場
で
約
１
年
ぶ
り
に
再
び

１
５
０
円
台
を
付
け
た
▼
米

連
邦
準
備
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）

は
イ
ン
フ
レ
を
抑
え
込
む
た

め
急
ピ
ッ
チ
で
金
利
を
上
げ

続
け
て
お
り
、
米
国
内
で
は

　
年
物
国
債
の
金
利
が
約
　

１０

１６

年
ぶ
り
の
高
水
準
で
推
移
す

る
な
ど
長
期
金
利
の
上
昇
が

続
く
。
よ
り
高
い
利
回
り
が

見
込
め
る
ド
ル
を
買
う
動
き

は
強
ま
る
ば
か
り
だ
▼
円
安

の
進
行
で
食
料
品
や
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
の
生
活
必
需
品
を
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
日
本
国
内

　
知
人
が
９
月

上
旬
、
遅
い
夏

休
み
で
夫
人
と

ハ
ワ
イ
に
行
っ

た
。
ワ
イ
キ
キ

の
浜
を
望
む
ホ

テ
ル
で
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
と
コ

ー
ヒ
ー
の
簡
単
な
朝
食
を
食

べ
た
ら
「
チ
ッ
プ
込
み
で
合

計
５
千
円
し
た
」
と
い
う
。

一
方
、
東
京
・
銀
座
通
り
に

面
し
た
ユ
ニ
ク
ロ
の
旗
艦
店

は
訪
日
外
国
人
で
ご
っ
た
返

し
て
い
る
。
ユ
ニ
ク
ロ
の
店

舗
は
世
界
中
に
あ
る
が
「
日

本
で
買
う
の
が
一
番
安
い
」

か
ら
だ
▼
背
景
に
あ
る
の
は

言
わ
ず
と
知
れ
た
円
安
ド
ル

高
で
あ
る
。
ド
ル
円
相
場
は

　
以
上
の
人
事
の
発
令
日
は

９
月
　
日
。
な
お
９
月
　
日

２１

２０

付
け
で
、
矢
崎
総
業
と
矢
崎

部
品
の
取
締
役
相
談
役
を
兼

務
し
て
い
た
神
田
政
博
氏
が

退
任
し
た
。

　
矢
崎
総
業
で
は
、
矢
﨑
航

専
務
取
締
役
が
取
締
役
副
社

長
に
昇
格
し
た
（
現
職
の
矢

崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
代
表

取
締
役
社
長
兼
矢
崎
ノ
ー
ス

ア
メ
リ
カ
イ
ン
ク
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ

ｒ
ｍ
ａ
ｎ
も
継
続
）。

　
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム

で
は
、
寺
澤
敦
志
氏
が
新
た

に
取
締
役
に
就
任
し
た
（
現

職
の
常
務
執
行
役
員
社
長
補

佐
も
継
続
）。

　
矢
崎
部
品
で
は
、
高
篠
恵

之
氏
が
新
た
に
取
締
役
に
就

任
し
た
（
現
職
の
矢
崎
総
業

取
締
役
常
務
執
行
役
員
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ

ッ
ト
長
兼
韓
国
支
店
長
兼
矢

崎
（
香
港
）
社
長
も
継
続
）。 矢﨑航副社長

　
矢
崎
グ
ル
ー
プ
は
、
９
月

　
日
開
催
の
株
主
総
会
に
お

２０い
て
、
グ
ル
ー
プ
３
社
（
矢

崎
総
業
、
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ

ス
テ
ム
、
矢
崎
部
品
）
の
取

締
役
の
選
任
を
行
い
、
同
総

会
終
了
後
の
取
締
役
会
で
、

役
付
取
締
役
を
選
定
し
た
と

発
表
し
た
。

矢﨑航氏が副社長に
矢崎総業

矢崎ＥＳ社長も継続

急速充電器

カ
所
に
対
し
、
急
速
充
電
器

を
備
え
た
Ｅ
Ｖ
向
け
充
電
拠

点
は
約
５
０
０
カ
所
あ
る
と

さ
れ
る
。
今
回
導
入
が
発
表

さ
れ
た
１
千
カ
所
を
加
え
る

と
、
１
千
５
０
０
カ
所
と
な

り
、
給
油
所
数
を
大
き
く
上

回
る
こ
と
に
な
る
。
同
社
の

徳
重
徹
会
長
は
「
都
内
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
数
的
に

同
規
模
以
上
で
、
５
～
６
分

で
充
電
で
き
れ
ば
、
ユ
ー
ザ

ー
の
心
理
的
負
担
を
改
善
で

き
る
の
で
は
」
と
語
る
。

　
ま
ず
は
コ
ジ
マ
（
家
電
量

販
店
）
の
都
内
店
舗
に
整
備

　
テ
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
（
本
社


東
京
都
港
区
）
は
９
月
　２６

日
、
１
年
半
後
ま
で
に
都
内

で
Ｅ
Ｖ
充
電
拠
点
を
１
千
カ

所
整
え
る
と
発
表
し
た
。
同

社
の
新
設
分
を
既
存
設
備
に

加
算
す
る
と
、
給
油
所
の
１

・
５
倍
と
な
る
計
算
だ
。

　
同
社
が
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
向

け
て
設
置
す
る
の
は
、
６
分

の
充
電
で
１
０
０
㎞
の
走
行

が
可
能
な
、
出
力
１
５
０
鯵

の
急
速
充
電
器
を
含
む
拠
点

で
、
都
内
１
千
カ
所
に
無
料

で
導
入
す
る
。
国
や
都
の
補

助
金
や
企
業
の
出
資
を
含

め
、
１
０
０
億
円
規
模
の
費

用
を
投
入
し
、
設
置
先
の
オ

ー
ナ
ー
負
担
を
実
質
０
円
に

す
る
こ
と
で
普
及
を
進
め
る

戦
略
だ
。

　
都
内
の
給
油
所
約
９
０
０

都内１千カ所に急速充電器
テラモーターズ

１年半めどに給油所の１.５倍

通
信
キ
ャ
リ
ア
が
基
地
局
の

流
用
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
か

ら
５
Ｇ
投
資
が
低
調
に
な

り
、
減
少
し
た
。

　
　
年
度
中
期
見
通
し
は
６

２７
９
１
万
㎞
Ｃ
（
　
年
度
対
比

２２

２
・
２
％
増
）
と
し
た
。
Ａ

Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
堅
調
に
推
移

し
、
公
共
関
連
の
設
備
投
資

が
徐
々
に
回
復
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
や
企
業
の
Ｄ
Ｘ
化
の

需
要
も
引
き
続
き
あ
る
と
み

て
、
３
部
門
と
も
に
　
年
度

２２

実
績
比
で
増
加
を
見
込
む
。

全
３
部
門
が
大
幅
に
減
少

し
、
前
年
度
を
下
回
っ
た
。

　
公
共
関
連
は
　
万
８
千
㎞

１０

Ｃ
（
同
　
・
９
％
減
）
と
な

５８

っ
た
。

　
一
般
民
需
は
３
０
３
万
４

千
㎞
Ｃ
（
同
　
・
１
％
減
）

１５

で
減
少
し
た
。
国
内
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
関
連
需
要
は
後
半

か
ら
低
調
に
推
移
し
た
こ
と

な
ど
で
減
少
し
た
。

　
公
衆
通
信
も
３
０
６
万
４

千
㎞
Ｃ
（
同
　
・
６
％
減
）

１７

で
減
少
し
た
。
後
半
に
大
手

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
に
よ

る
設
備
投
資
需
要
増
が
当
初

予
測
ほ
ど
見
込
め
ず
、
当
初

比
減
の
見
込
み
。

　
年
度
実
績
　
・
８
％
減
 

２２

１７

全
部
門
が
大
幅
に
減
少

　
　
年
度
実
績
は
、
６
２
０

２２
万
６
千
㎞
Ｃ
（
同
　
・
８
％

１７

減
）
の
大
幅
減
と
な
っ
た
。

　
住
友
電
工
は
９
月
　
日
、

２７

家
庭
向
け
　
Ｇ
―
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

１０

通
信
と
、
法
人
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｅ

―
Ｘ
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
通
信
の

重
畳
（
異
な
る
通
信
方
式
を

重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
）
に
成

功
し
、
１
本
の
光
フ
ァ
イ
バ

で
通
信
で
き
る
こ
と
を
実
証

し
た
と
発
表
し
た
。

　
米
Ｉ
ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
社

が
開
発
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｅ
―
Ｘ
コ

ヒ
ー
レ
ン
ト
通
信
は
、
一
対

多
の
通
信
を
実
現
す
る
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
技
術
。
長
距
離
か

つ
高
速
な
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
技

術
の
特
長
を
生
か
し
つ
つ
、

複
数
の
加
入
者
へ
の
通
信
サ

ー
ビ
ス
を
一
つ
の
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
で
実
現
で
き
る
。

　
今
回
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
―
Ｘ
コ
ヒ

ー
レ
ン
ト
通
信
と
、
住
友
電

工
の
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
製
品
を
組
み
合
わ
せ
て
、

通
信
速
度
を
格
段
に
向
上
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
同

実
証
で
は
、
一
般
的
な
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
に
用
い
ら
れ

る
一
芯
双
方
向
の
光
フ
ァ
イ

バ
網
の
模
擬
環
境
を
住
友
電

工
大
阪
製
作
所
の
実
験
室
内

に
構
築
し
、
同
社
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ

Ｈ
向
け
Ｐ
Ｏ
Ｎ
装
置
「
Ｆ
Ｓ

Ｕ
７
１
０
０
」
に
よ
る
Ｐ
Ｏ

Ｎ
通
信
と
、「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
―
Ｘ

コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
通
信
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
」
を
装
着
し
た
同
社

開
発
中
の
「
Ｆ
Ｔ
Ｕ
９
１
０

０
（
メ
ト
ロ
向
け
集
線
イ
ー

サ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
）
」
を

使
用
し
た
高
速
通
信
が
、
一

本
の
光
フ
ァ
イ
バ
で
同
時
伝

搬
す
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

　
Ｐ
Ｏ
Ｎ
通
信
用
途
で
既
に

敷
設
さ
れ
て
い
る
光
フ
ァ
イ

バ
網
で
、
異
な
る
波
長
を
使

用
し
た
多
重
通
信
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
向
け
光
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｅ
―
Ｘ
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

通
信
の
特
長
で
あ
る
高
速
通

信
サ
ー
ビ
ス
を
、
同
時
に
提

供
で
き
る
。
５
Ｇ
や
エ
ッ
ジ

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

へ
の
対
応
も
期
待
で
き
る
。

　
住
友
電
工
は
今
後
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
機

器
事
業
の
経
験
を
用
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｅ
―
Ｘ
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

技
術
の
特
長
を
生
か
す
製
品

開
発
を
進
め
、
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
高
速
・
低
遅
延
化

に
貢
献
し
て
い
く
と
し
た
。

蓋
街

崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

公
共
関
連
増
加
も
他
２
部
門
は
微
増

　
年
実
績
は
　
・
８
％
の
大
幅
減

２２

１７

　
電
線
工
業
会
が
ま
と
め
た

国
内
光
ケ
ー
ブ
ル
需
要
見
通

し
改
訂
に
よ
る
と
、　

年
度

２３

の
総
需
要
は
６
２
７
万
㎞
Ｃ

（
前
年
度
比
１
・
０
％
増
）

で
微
増
と
な
る
見
込
み
。　２３

年
３
月
に
策
定
し
た
当
初
見

通
し
か
ら
は
下
方
修
正
し

た
。
公
共
関
連
は
増
加
す
る

も
の
の
、
他
２
部
門
で
大
き

な
増
加
を
見
込
め
ず
、
全
体

で
は
微
増
と
な
る
見
通
し
。

　
年
度
中
期
見
通
し
は
６
９

２７１
万
㎞
Ｃ
（
　
年
度
対
比
２
・

２２

２
％
増
）
と
し
た
。
Ａ
Ｉ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
需
要
に
よ
る
通

信
線
路
設
備
が
堅
調
に
推
移

す
る
公
衆
通
信
、
設
備
投
資

需
要
の
回
復
が
見
込
ま
れ
る

公
共
関
連
、
Ｄ
Ｘ
化
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
需
要

が
引
き
続
き
見
込
め
る
一
般

民
需
の
３
部
門
と
も
堅
調
に

推
移
し
、
増
加
の
見
込
み
。

　
　
年
度
の
見
通
し
を
部
門

２３
別
で
み
る
と
、
公
共
関
連
は

当
初
比
で
下
げ
た
も
の
の
前

年
度
比
　
・
１
％
増
と
２
桁

１１

の
増
加
を
見
込
む
が
、
公
衆

通
信
と
一
般
民
需
は
前
年
度

比
で
微
増
の
見
通
し
。

　
公
衆
通
信
は
３
０
８
万
㎞

Ｃ
（
同
０
・
５
％
増
）
の
微

増
と
し
、
プ
ラ
ス
を
保
つ
見

込
み
。
在
宅
勤
務
需
要
や
５

Ｇ
関
連
投
資
は
続
く
が
、
既

存
分
野
の
投
資
に
飽
和
感
が

あ
り
、
前
年
度
を
わ
ず
か
に

上
回
る
見
通
し
。

　
一
般
民
需
は
３
０
７
万
㎞

Ｃ
（
同
１
・
２
％
増
）
で
微

増
の
見
込
み
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を

は
じ
め
、
全
般
的
に
低
迷
傾

向
が
想
定
さ
れ
、
当
初
比
減

の
見
込
み
。

　
公
共
関
連
は
　

万
㎞
Ｃ

１２

（
同
　
・
１
％
増
）
と
し
、

１１

光
フ
ァ
イ
バ
の
重
畳
試
験
に
成
功

１
本
で
２
つ
の
通
信

住友電工
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